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はじめに 

 

「スポーツ施設の個別施設計画策定支援事業」について 

 

事業の趣旨 

三重県営サンアリーナはメインアリーナ（フロア面積 3,489㎡、収容人数 11,000席）、サブアリーナ（フロア面

積 1,746㎡、収容人数 3,000席）及びトレーニング施設を保有する県内最大級の多目的アリーナである。平成

21年には「第 29 回世界新体操選手権三重大会」、平成３０年３月には「BISFed 2018 アジア・オセアニア

地区ボッチャオープン」など各種世界大会を開催するとともに、平成３０年８月の全国高校総体(インターハイ)

「2018彩る感動 東海総体」における総合開会式や各種競技、平成 33年「三重とこわか国体・三重とこわか大

会」の競技を予定するなど、三重県のスポーツ政策の推進に不可欠な施設となっている。 

三重県営サンアリーナは竣工（平成６年５月）後２４年を経過しており、築 30年を大規模改修（検討）

時期と仮定すると、数年後にはその時期を迎える。一方で、県の財政状況は厳しく、計画的な経年劣化への対応

は容易なものではなく、県内の持続的なスポーツ環境を維持するため、限られた財源で適切な施設の機能維持及

び長寿命化を図るための検討が必須となっている。 

 

事業の目的 

持続的なスポーツ環境を維持していくために、施設の現状情報を収集・整理し、十分に分析したうえで、財源

の限られる中での適切な施設の機能維持及び長寿命化への検討を行い、確保できうる施設の維持財源に見合

った現実的な目線で長寿命化を行うための個別施設計画を策定する。 

なお、この検討結果は、人口減少等で財政力が低下している地方における、財政的に余裕があったころに建

設され、その地域にとって必要不可欠な大規模スポーツ施設の今後の機能維持の在り方の参考としていただくこと

を想定している。 
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１ 三重県営サンアリーナ概要 

１－１施設の概要 

① 施設の名称及び所在地 

ア 施設名 三重県営サンアリーナ 

イ 所在地 三重県伊勢市朝熊町字鴨谷 

４３８３－４ 

② 建物の概要 

ア 構造 鉄筋コンクリート造及び鉄筋造３階建 

イ 竣工 １９９４（平成６）年５月２３日 

ウ 延床面積 ２４，３１２㎡ 

エ 建設に要した費用 １８０億４千万円 

オ メインアリーナ、サブアリーナ 

 メインアリーナ サブアリーナ 

 

  

観 客 収 容 人 員 

１１，０００席 

うち固定席４，９８０席 

電動可動席２，１８０席 

３，０００席 

うち固定席１，００２席 

延 床 面 積 １３，９６５㎡ ４，９０２㎡ 

フ ロ ア 面 積 ３，４８９㎡ １，７４６㎡ 

ﾊﾞｽｹｯﾄ・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

テニス 
４面 ２面 

バ ド ミ ン ト ン １４面～１６面 ８～１０面 

フ ッ ト サ ル ３面 １面 

主 要 施 設 
会議室、役員室、本部席、 

更衣室、シャワー室等 

トレーニング室、フィットネスス

タジオ、更衣室、シャワー室

等 

主 要 設 備 

大型映像装置、仮設ステー

ジ用吊物、イベント用音響

照明設備、その他 

仮設ステージ用吊物、イベン

ト用音響照明設備、その他 

カ 会議室等 

    （ア）管理棟１階 

国際会議室（２４１㎡）、レセプション室（２４５㎡）、パントリー併設（２０㎡）、 
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第３会議室（１０４㎡）、第４会議室（５０㎡）、第１特別室（３７㎡） 

    （イ）管理棟２階 

第５会議室（１１０㎡）、第２特別室（３８㎡）、レストラン（１２６㎡）、 

厨房（５０㎡）、売店（１１㎡）併設 

    （ウ）メインアリーナ 

         第１会議室（６８㎡）、第２会議室（６８㎡） 

 

    ③ロケーション 

      観光地である伊勢志摩地域の中央に位置し、伊勢自動車道と接続

する伊勢二見鳥羽ラインに面し交通アクセスが良いことに加え、近隣には

鳥羽・二見のホテル・旅館街があるなど、集客効果の高い立地にある。 

 

 

１－２設立の経緯 

世界祝祭博覧会（まつり博・三重’９４）（会期：１９９４（平成

６）年７月２２日～１１月６日）（入場者数約３５１万人）の開

催を契機に三重県のスポーツ、文化、産業の拠点として、国際大会や全国

大会等の大規模なスポーツ大会や文化、産業、国際交流等の各種イベン

トの開催できる高品位なメインアリーナ、サブアリーナ、国際会議場等の多

目的な機能を備えた複合施設として建設された。（右画像：会場の様

子） 

 

１－３大規模スポーツ大会等の開催実績・予定 

  ①２００９年第２９回世界新体操選手権の開催 

目的：国際的なスポーツイベントの開催に自信を深め、県内 

の新体操人口の拡大や、文化的・経済的な郷土の発展。 

国際スポーツイベントへの参加を通じ夢と感動を分かち合うことで、  

県民が心豊かに暮らせる地域づくりへの貢献。 

主催：国際体操連盟（ＦＩＧ） 

日程：２００９（平成２１）年９月７日～９月１３日 

国と地域数：５１の国と地域 

選手及び役員：６７７人 

入場者数：１８，６００人 

 

  ②BISFed 2018 アジア・オセアニア地区ボッチャオープンの開催 

   重度の障がいを有する選手が参加する「ボッチャ」の国際大会の国内開催に 

より、障がい者スポーツの発展に寄与。 

主催：一般社団法人日本ボッチャ協会 

日程：２０１８年（平成３０）年３月１８日～３月２２日 
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規模：Regional Open Event（アジア・オセアニア地区のオープン大会） 

     選手及び役員：選手約８０人 関係者を含め計約３００人 

国と地域数：アジア、オセアニア地区 8 ヵ国程度 

※ボッチャとは 

       重度の脳性麻痺者等の競技スポーツで、パラリンピックの正式競技。 

      対戦する一方が赤いボールを、もう一方が青いボールをそれぞれ６球ずつ持ち、どれだけ自分のボールを目標

となる白いボールに近づけるかを競う、カーリングに似た競技。 

※BISFed：Boccia International Sports Federation 

 

   ③平成３０年度全国総合体育大会の開催 

２０１８年（平成３０）年８月１日：総合開会式会場 

     ７月２６日～２９日：バレーボール（男子）会場 

     ８月８日～８月１２日：剣道会場 

 

   ③フットサル全国大会の開催 

JFA 第 24回全日本 U-15 フットサル選手権大会  

２０１９年（平成３１年）１月１２日～１月１４日  

来場者：3,702人 

     JFA 第 9回全日本 U-15女子フットサル選手権大会 

２０１９年（平成３１年）１月１３日～１月１４日 

 

   ④平成３３年度三重とこわか国体・とこわか大会の実施 

    ア 三重とこわか国体 

      卓球・バドミントン会場予定 

    イ 三重とこわか大会 

      卓球（ＳＴＴを含む）・ボッチャ会場予定 

 

１－４プロスポーツの開催 

プロスポーツチームのない三重県において、プロと触れ合う貴重な機会を創出している。 

   ①プロバスケットボールリーグＢ.ＬＥＡＧＵＥの開催 

Ｂ.ＬＥＡＧＵＥ京都ハンナリーズが2011‐2012シーズンから毎シーズン2

試合を開催。２０１８年（平成３０年）１月２６日～２８日開催 

では 2,640人が来場 

    試合に合わせて地域の小学生等を対象にバスケットボール教室を開催（参

加者 100人）し、地域におけるバスケットボールの定着に貢献している。 
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   ②プロフットサルリーグＦ.ＬＥＡＧＵＥの開催 

定期的に名古屋オーシャンズが公式戦や合宿を実施。 

２０１８年（平成３０年）６月３日開催では 739人が来場 

なお、試合に合わせて地域の小学生等を対象にフットサルクリニック（フッ

トサル教室）を開催（参加者 200人）し、地域におけるフットサルの定

着にも貢献している。 

 

１－５スポーツツーリズムの推進 

①伊勢の森トレイルランニングレースの開催 

2018年で６回目の開催 

2018年は約 1,000人が参加。県外者が定着。 

エイドステーションやゴール会場でのふるまいで「伊勢うどん」や 

「ひもの」といった地元食材を提供するなどにより、エントリー受付 

サイトのランネットの大会後評価で（12月トレイル部門ランキ 

ング１位となる。 

②バスケットボールのＢリーグ開催 

京都ハンナリーズのファンが開催に合わせて、京都から伊勢志摩観光を兼ねて 

観戦するなど、スポーツツーリズムの効果を発揮。 

   ③スポーツ合宿やスポーツ大会にあわせて伊勢志摩観光を楽しむスポーツツーリ 

ズムの推進 

      内閣府の地方創生拠点整備交付金を活用し、2019年３月にサブアリーナ

にボルダリング場及びフットサルコート（１面）を設置。フットサルコートはメインア

リーナの既存３面と合わせて東海地域でも有数の同時４面活用可能となり、

短期集中開催の全国大会等やスポーツ合宿の誘致を図る。これらの施設を活

用し、スポーツと共に近隣の伊勢志摩地域を観光するスポーツツーリズムを推進

する。 

 

 

１－６地域の活性化 

    ・地域・企業・幼稚園の運動会やレクリエーション利用を推進し、幼稚園の運動

会については市内の９割以上を占める。 

    ・平成 23年度以降、子供向けのスポーツ及び体操の教室を実施、地域の子供

たちの健全な発育・発達につなげている。 

 

１－７地域の健康増進 

    ・幅広い年齢層の方々へ向けて、ウォーキングを中心とした健康増進イベント『MOVE UP MOTION』を実施し、

地域の健康増進に寄与している。 
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１－８管理コスト低減への取組 

    ・平成 30年度にメインアリーナ・サブアリーナの天井照明の LED化を実施。 

 

 

 

 

 

１－９スポーツ・レクリエーション利用者の推移 

     過去１０年間のスポーツ・レクリエーション利用者は安定的に 10万人を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１０施設の改修・更新費用の推移 

     過去１０年間の建物改修・設備更新に係る総額は 754百万円であり、平均で 75百万円。 

     過去５年間の総額は 376百万円であり、平均で 75百万円となっている。 
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２ 本県のスポーツ施設の課題や役割 

 

三重県スポーツ施設整備計画（平成２５年３月策定）では、本県のスポーツ施設の課題として次をあげている。 

①三重国体をピークに整備が進められて以降、新たな整備も少なく、施設の老朽化が進行している。 

  ※三重国体：1975（昭和 50）年開催 

②本県の公共スポーツ施設は、文部科学省調査では近隣の他府県と比べて、その数は少なく、相対的に見れば

十分とは言えない状況である。 

③大規模大会が開催できるような施設が少なく、地域の活性化に活用することが難しい状況である。 

④トップアスリートやプロ選手の一流のプレーは、県民の皆さんに夢や希望、感動を与えるとともに、運動意欲の向

上や競技力の向上につながる。しかしながら、本県には、プロ野球やサッカーＪリーグの公式戦等が開催できる施

設がない。 

⑤本県は、地理的特性や主要な都市が地域に分散していることから、スポーツ施設の集積度が低い状況であ

る。 

⑥南部地域は、広域的拠点施設も少なく、施設数も少ない状況である。 

※三重県スポーツ施設整備計画から抜粋 

 （なお右図についてはサオリーナ（津市、平成 29年 10月 

開業）を追加） 

 

また、同計画で県営スポーツ施設整備の考え方として次をあげている。 

①県内のスポーツ施設の中心的な役割を担う施設。 

②競技者やスポーツ愛好家が目標や意欲を持って活動できる環境が整った施設。 

③障がい者や高齢者など、すべての利用者が使いやすい施設。 

④プロ野球や J リーグの公式戦が開催できる施設。 

 

上記を踏まえると、三重県営サンアリーナが今後も三重県内のスポーツ環境の確保に果たす役割は大きいと考えら

れ、今後も長期的にスポーツ施設としての機能を保持し続ける必要がある。 
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３ 個別施設計画策定の背景・目的等 

３－１背景   

～みえ公共施設等総合管理基本方針（平成２７年３月策定）より～ 

①三重県の公共施設の老朽化に伴う補修経費の増大 

   三重県では、公共施設のうち30年以上経年しているものが58％と半数を超えている。なお、10年後にはこのま

ま推移すると築後 30年以上経過するものが 83％に増加することから、維持補修経費の増大が見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）みえ公共施設等総合管理基本方針 

 

  ②三重県公共施設の経費見込み 

    公共施設について大規模改修及び建替えに要する経費見込みを総務省の試算ソフトにより計算したところ、今

後 40年間で 9,141 億円、年平均 229億円が必要との結果が出ている。これは、過去 5年間の相当する

普通建設事業費年平均 148億円の 1.5倍となり、毎年 81億円の経費が増加する見込みとなっている。 

公共施設更新経費見込み 

 

 

 

229億円 

 

 

 

 

 

   （出典）みえ公共施設等総合管理基本方針 

 

  ③財政状況 

    三重県の財政状況は、歳入面では基金等の大きな減少していること、歳出面では社会保障関係経費が医

療・介護等の自然増に伴い増加、公債費は今後の県債償還のピークに向けて増加傾向にあるなど、財政の硬

直化が進んでいる。財政構造の弾力性を判断する指標である経常収支比率が平成１８年度以降、全国

（都道府県）を上回る傾向が続いている。 

こうした要因により、公共施設等の社会資本に充てられる予算については、中長期的にさらに厳しい状況にな

るものと考えられている。 

 

公共施設経年別延べ床面積割合 

公共施設経年別延べ床面積割合 

公共施設築年度別延べ床面積 

公共施設経年別延べ床面積割合 

公共施設経年別延べ床面積割合 

 

148億円 

229億円 

（億円） 
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（出典）三重県財政の現状（平成 30年５月、平成 30年 10月） 

 

３－２個別施設計画の策定の目的 

    三重県営サンアリーナにおいては、老朽化した公共施設が多く補修経費が増大するうえ、財政状況が厳しく、

充当できる財源が限られる状況ではあるが、県民がスポーツに触れ合える環境を維持していくために、施設の長寿

命化に取り組み必要がある。そのため、財政状況を踏まえ、限りなく管理コストを縮減・平準化し、かつ長寿命化

を図ることを目的とした、三重県営サンアリーナ個別施設計画を策定するものである。なお、策定にあたってはスポ

ーツ庁「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」（平成 30年３月）に基づき検討を行う。 

 

３－３個別施設計画の位置づけ 

     三重県では、これまでに取り組んできたファシリティマネジメントの考え方を踏まえた県有財産の経済的で適切

な維持と有効活用の取組を生かしつつ、公共施設等を取り巻く将来見通しの分析などをもとに、長期的な視点

に立って、公共施設等の総合的な管理の基本方針「みえ公共施設等総合管理基本方針」を平成２７年３月

に策定している。三重県営サンアリーナ個別施設計画は、当基本方針の下位に位置するものである。 

 

 

 

公共施設経年別延べ床面積割合 
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３－４計画期間 

    三重県内のスポーツ環境における三重県営サンアリーナへのニーズが中長期的に大きく変更しないことを想定し、

50年間とする（2021年～2070年）とする。 

 

３－５維持管理のスタンス 

みえ公共施設等総合基本管理方針を踏まえ、維持・修繕にあたっては、指定管理者と連携し、安全性や経

済性を考慮したうえで、予防的な修繕を行い、施設の維持を図る「予防保全型維持管理」を目指すこととし、個

別計画における維持管理コストの算定に当たってはそれを加味する。 

公共施設経年別延べ床面積割合 

公共施設経年別延べ床面積割合 
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三重県営サンアリ-ナ個別施設計画策定にむけた 

調査検討業務委託 報告書 

 

 

 

平成３１年３月 

株式会社 NTT ファシリティーズ 
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４．施設の基本情報 
 
４-１．基本情報 
本施設の基本情報を以下に示す。 
 
 

図表 4-1 基本情報 

項目 内容 

施設名称 
三重県営サンアリーナ 

（メインアリーナ、サブアリーナ、管理棟、電気開閉所、汚水処理施設） 

施設種別 

メインアリーナ：体育館およびイベントホール 

サブアリーナ：体育館およびイベントホール 

管理棟：事務所 

建設年 1994年 

規模 

敷地面瀬：28,325㎡ 

建築面積：16,070㎡ 

延床面積：24,366㎡ 

構造 

メインアリーナ：鉄骨造 

サブアリーナ：鉄骨造 

管理棟：鉄筋コンリート造 

競技数量 

（ ）内は面数 

＜メインアリーナ＞ 

バスケット（4）、卓球（14）、テニス（4）、バレーボール（4）、 

バドミントン（14） 

＜サブアリーナ＞ 

バスケット（2）、卓球（8）、テニス（2）、バレーボール（2）、 

バドミントン（8） 

＜管理棟＞ 

フィットネス、スポーツクラブ 

運営形態 指定管理者制度 

その他の機能 

広域物資輸送拠点 

ＳＣＵ（航空搬送拠点臨時医療施設） 

（南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画（中央防災会議幹事会）） 
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５．施設の基本情報の収集・整理 
 
５-１．安全性・機能性に関する基礎情報 
安全性・機能性に関する基礎情報を以下に示す。 
 

表 5-1-1 安全性・機能性に関する基礎情報 

項目 状況 評価 

安全性 

経過年数 建設後 25年 

Ｂ 躯体の安全性 細かな亀裂や欠けがあり 

外被性能 一部漏水等あり 

機能性 
空間性能（建築） 経年による陳腐化 

Ｂ 
室内環境性能（電気・機械） 経年による陳腐化 

その他 

バリアフリー対応の状況 多機能トイレ、エレベータ等の設置 

A 省エネ対策の状況 照明設備のＬＥＤ化等の実施 

災害対策の状況 備蓄物等の準備を実施 

法令への適合状況 

外壁・内壁のクラック、特定天井対

策、エレベータの地震対策、分電盤

絶縁不良、防火設備不作動等 

B 

屋外スポーツ施設の状況 

全体的に健全だが経年による劣化

は進行している 

（ヒアリングに基づく） 

A 

スポーツ施設の安全対策 

全体的に健全だが経年による劣化

は進行している 

（ヒアリングに基づく） 

A 

 
表 5-1-2 評価基準 

指標 評価基準 

A 
・全体的に健全である。 

・緊急の修繕の必要がないため，日常の維持保全で管理するもの。 

B 

・全体的に健全だが，部分的な劣化が進行している。 

・緊急の補修の必要性はないが，維持保全での管理の中で，劣化部分につい定期的

な観察が必要なもの。 

C 

・全体的に劣化が進行している。 

・現時点では重大な事故にはつながらないが，利用し続けるためには部分的な補修，

若しくは更新が必要なもの。 

D 

・全体的に顕著な劣化がある。 

・重大な事故につながる恐れがあり，施設の利用禁止あるいは，緊急な補修若しくは更

新が必要とされる。 

  



５ 施設の基本情報の収集・整理 

16 

 

５-１-１．施設の劣化度調査の考え方 
 
○概要 
安全性・機能性の確認にあたっては、建築及び建築設備の劣化状況を把握する必要

があるため、主要な部位に対して目視により調査を行う。 
 
○調査内容 
建築および建築設備を対象に、以下内容を調査項目とする。 

 
 図表 5-1-3調査対象 

対象部位 

建築 

屋根※1 防水、鋼板屋根、ドレイン、金物、他手摺等付属物ほか 

外壁※2 外壁仕上材、シーリング材ほか 

外部建具 鋼製、アルミ製建具ほか 

外構 舗装、各種囲障ほか 

内装 床、壁、天井ほか 

設備 

電気 電力設備、照明設備、弱電設備ほか 

空調 空調機器、排風機ほか 

衛生 衛生器具、濾過機、配管類ほか 

※1屋根は室内側から漏水跡の有無の確認 

※2外壁は地上部から手の届く範囲の打診による確認 
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○劣化度判定基準 
目視調査に基づき、設備毎に判定を行う。 

 

図表 5-1-4 判定基準 

 

 

  

劣化度 評価基準 

A 
・全体的に健全である。 

・緊急の修繕の必要がないため，日常の維持保全で管理するもの。 

B 

・全体的に健全だが，部分的な劣化が進行している。 

・緊急の補修の必要性はないが，維持保全での管理の中で，劣化部分につい定期的

な観察が必要なもの。 

C 

・全体的に劣化が進行している。 

・現時点では重大な事故にはつながらないが，利用し続けるためには部分的な補修，

若しくは更新が必要なもの。 

D 

・全体的に顕著な劣化がある。 

・重大な事故につながる恐れがあり，施設の利用禁止あるいは，緊急な補修若しくは更

新が必要とされる。 
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５-１-２．劣化度調査結果 
①メインアリーナ 

図表 5-1-5 調査結果（メインアリーナ） 

 

  

設備種別 
劣化度 所見 

大分類 中分類 

建築 

01屋上 Ｂ ・特に異常はないが、経年による陳腐化がみられる。 

02外壁 Ｂ ・タイルに細かな亀裂や欠けがみられるものの、 
 改修がされており、特段問題はない。 

03内部 Ｂ 
・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 
 （クロスの亀裂・小さな破損） 

04外部 Ｂ ・外部天井（アルミスパンドレル）に凹みが見られる。 

電気 

01高圧機器 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

02盤類 Ｃ 
・低圧開閉器の機構不良・トリップ動作の緩慢がみられる 
（電気設備試験成績書 H29．６より） 

03映像・音響 ― ― 

04放送設備 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

05火災報知機 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

06監視カメラ Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

07照明設備 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

08情報通信 ― ― 

09直流電源 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

10発電機 Ｃ ・ガスタービンエンジン：交換推奨（点検整備報告書による） 

11航空障害灯 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

12 テレビ共同受信 ― ― 

13 インターホン Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

14電気時計 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

15配線 ― ― 

16避雷針 ― ― 

空調 

01空調機器 Ｂ ・内部フィルター枠発錆あり 

02自動制御 ― ― 

03冷却塔 ― ― 

04冷凍機 ― ― 

05 ダクト付属品 ― ― 

06 ボイラー ― ― 

07 ポンプ Ｂ ・グランド部より漏れ痕跡あり 

08製缶類 ― ― 

09送風機 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

10排煙ファン ― ― 

衛生 

01衛生器具 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

02 その他機器 ― ― 

03 ポンプ Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

04消火機器 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

05厨房機器 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣 
化がみられる。 

06製缶類 ― ― 

07湯沸器 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

08配管付属品 ― ― 
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②サブアリーナ 
図表 5-1-6 調査結果（サブアリーナ） 

 

  

設備種別 
劣化度 所見 

大分類 中分類 

建築 

01屋上   
・経年による劣化により、仕上げが摩耗・滅失し、堆積している。 
・下階警備室天井面に漏水跡が見られる。 

02外壁 Ｂ 
・タイルに細かな亀裂や欠けがみられるものの、 
 改修がされており、特段問題はない。（北面のみ未改修） 
・外部庇：天端の汚損がみられる。 

03内部 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

04外部 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

電気 

01高圧機器 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

02盤類 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 
03映像・音響 ― ― 
04放送設備 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

05火災報知機 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

06監視カメラ Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

07照明設備 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

08情報通信 ― ― 

09直流電源 ― ― 

10発電機 ― ― 

11航空障害灯 ― ― 

12 テレビ共同受信 ― ― 

13 インターホン Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

14電気時計 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

15配線 ― ― 

16避雷針 ― ― 

空調 

01空調機器 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

02自動制御 ― ― 

03冷却塔 ― ― 

04冷凍機 ― ― 

05 ダクト付属品 ― ― 

06 ボイラー ― ― 

07 ポンプ ― ― 

08製缶類 ― ― 

09送風機 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

10排煙ファン ― ― 

衛生 

01衛生器具 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

02 その他機器 ― ― 

03 ポンプ Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

04消火機器 ― 
・製造年より１０年経過、及び３年以内ごとに更改・耐圧性
能点検済証無し 

05厨房機器 ― ― 

06製缶類 ― ― 

07湯沸器 ― ― 

08配管付属品 ― ― 
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③管理棟 
図表 5-1-7 調査結果（管理棟） 

 

  

設備種別 
劣化度 所見 

大分類 中分類 

建築 

01屋上 Ｂ ・漏水有り（下階天井面に漏水跡有り） 

02外壁 Ｂ 
・タイルに細かな亀裂や欠けがみられるものの、 
改修がされており、特段問題はない。 

03内部 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

04外部 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

電気 

01高圧機器 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

02盤類 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 
03映像・音響 ― ― 
04放送設備 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

05火災報知機 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

06監視カメラ Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

07照明設備 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

08情報通信 ― ― 

09直流電源 ― ― 

10発電機 ― ― 

11航空障害灯 ― ― 

12 テレビ共同受信 ― ― 

13 インターホン Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

14電気時計 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

15配線 ― ― 

16避雷針 ― ― 

空調 

01空調機器 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

02自動制御 ― ― 

03冷却塔 ― ― 

04冷凍機 ― ― 

05 ダクト付属品 ― ― 

06 ボイラー ― ― 

07 ポンプ ― ― 

08製缶類 ― ― 

09送風機 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

10排煙ファン ― ― 

衛生 

01衛生器具 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

02 その他機器 ― ― 

03 ポンプ Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

04消火機器 Ｂ ・製造年より１０年経過、及び３年以内ごとに更改・耐圧性
能点検済証無し 

05厨房機器 ― ― 

06製缶類 ― ― 

07湯沸器 ― ― 

08配管付属品 ― ― 
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④外構、その他 
図表 5-1-8 調査結果（外構、その他） 

 
 

  

設備種別 
劣化度 所見 

大分類 中分類 

建築 

01屋上 Ｃ ・屋外倉庫：発錆・腐食がみられる。 
・屋外トイレ：表面劣化がみられる。 

02外壁 Ｃ ・屋外倉庫：発錆・腐食がみられる。 
・屋外トイレ：表面劣化がみられる。 

03内部 Ｂ ・一部、点検口廻りの一部に、下がりがみられる。 

04外部 Ｂ 
・経年による汚損がみられるが、大きな破損は見られない。 
※インターロッキング舗装、アスファルト舗装： 
  建築基準法定期調査にて、沈下の指摘あり。 

電気 

01高圧機器 ― ― 

02盤類 ― ― 
03映像・音響 ― ― 
04放送設備 ― ― 

05火災報知機 ― ― 

06監視カメラ ― ― 

07照明設備 ― ― 

08情報通信 ― ― 

09直流電源 ― ― 

10発電機 ― ― 

11航空障害灯 ― ― 

12 テレビ共同受信 ― ― 

13 インターホン ― ― 

14電気時計 ― ― 

15配線 ― ― 

16避雷針 ― ― 

空調 

01空調機器 ― ― 

02自動制御 ― ― 

03冷却塔 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

04冷凍機 ― ― 

05 ダクト付属品 ― ― 

06 ボイラー ― ― 

07 ポンプ ― ― 

08製缶類 ― ― 

09送風機 ― ― 

10排煙ファン ― ― 

衛生 

01衛生器具 ― ― 

02 その他機器 ― ― 

03 ポンプ ― ― 

04消火機器 ― ― 

05厨房機器 ― ― 

06製缶類 Ｂ ・外観上異常はないが、経年相応の劣化がみられる。 

07湯沸器 ― ― 

08配管付属品 ― ― 
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５-２．経済性に関する基礎情報 
経済性に関する基礎情報を以下に示す。 
 
 
①運営維持管理費 

図表 5-2-1 年度別運営維持管理費 
単位：百万円 

 
 

②収入 
図表 5-2-2 年度別収入費 

単位：百万円 

 

  

 
2013年度 2013年度 2013年度 2013年度 2013年度 

各種委託費 96.2 96.3 99.1 106.1 98.0 

自主事業経費 36.4 33.9 34.0 35.8 35.5 

人件費 78.0 64.2 64.2 62.4 62.8 

電気代 47.8 45.3 43.2 41.4 35.9 

水道代 2.9 1.9 2.2 1.8 2.4 

ガス代 21.3 12.1 9.1 9.4 8.8 

その他経費 37.3 31.9 34.0 44.7 57.1 

合計 319.9 285.6 285.8 301.6 300.5 

 
2013年度 2013年度 2013年度 2013年度 2013年度 

施設利用料金 97.0 66.7 72.6 114.5 118.7 

自主事業 32.5 28.2 31.4 38.6 25.1 

指定管理料 189.4 202.9 200.0 203.0 203.4 

合計 318.9 297.8 304.0 356.1 347.2 
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５-３．耐震性に関する基礎情報 
耐震性に関する基礎情報を以下に示す。 
 

図表 5-3-1 耐震性に関する基礎情報 

項目 細目 本施設 

適合する 

耐震基準 

・1981 年以前の耐震基準 

（旧耐震基準） 

・1981年以降建設の建物であり、 

「新耐震基準」に適合 

耐震診断 

・旧耐震基準による建築物である場合， 

診断の実施の有無 
― 

・診断結果から耐震改修の必要性の有無 ― 

耐震改修 ・耐震改修の実施の有無 ― 
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６．施設の現状情報に基づく個別施設の方向性に関する検討 
「５ 施設の基本情報の収集・整理」の結果に基づき、「スポーツ施設のストック適正化

ガイドライン」に定める本施設の方向性に関する検討を行う。 
 
６-１．施設の方向性検討 
１次評価判定結果を以下に示す。 

 
図表 6-1-1 １次評価判定結果 

項目 評価内容 判定結果 

安全性 

機能性 

・部分的な劣化、不具合事象が確認されるが、修繕対応で可能なレベ

ルであり、日常的な保守管理により対応する。 

・法的対応において是正が必要な指摘事項がある。直近の修繕工事ま

たは今後の更新工事等に合わせて実施する。 

良 

施設の 

方向性 

・上記評価により、安全性・機能性に大きな問題点はないため、本施設

を「維持」とする。 
維持 

耐震性 
・1981年以降の新耐震基準が適用され建設されており、耐震性には

問題なし。 
耐震性あり 

施設の 

整備手法 

・上記評価により、計画的に改修等の保全を行い、現在の施設をより長

く使用する。 
長寿命化 

 
図表 6-1-2 １次評価判定結果 
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６-２．施設の評価結果 
 収集・整理された情報を１次評価シートとして以下に示す。 
 

図表 6-2-1 １次評価シート 
施設の現況評価（１次評価） 

項目 
現況 

評価 
状況 判定 

安全性 

機能性 

安全性 Ｂ 一部劣化があるが全体的に健全 

良 

機能性 B 一部劣化があるが全体的に健全 

法令適合性 B 指摘事項あり 

屋外運動施設 A 経年による陳腐化があるが全体的に健全 

安全対策 A 経年による陳腐化があるが全体的に健全 

その他 B 法的対応において一部指摘事項あり 

経済性 

改善コスト － － 

安全性・機能性の判

定結果が「良」のため、 

判定対象外 

維持管理コスト － － 

収入 － － 

その他 － － 

耐震性 

耐震基準 A 新耐震基準に適合 

長寿命化 
耐震診断の実施 － － 

耐震改修の実施 － － 

その他 － － 

 

施設の方向性 維持 整備手法 長寿命化 

２次評価の必要性 有 

 

２次評価 三重県において整理 
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６-３．施設の整備手法の提案 
本施設で適用する保全方式を検討し、最適な整備手法を提案する。 
 
 
○保全方式について 

設備が機能停止する前に更新を行うことを「予防保全」とし、機能停止が生じてから更
新を行うことを「事後保全」とする。 

 
図表 6-3-1 保全方式 

保全方式 内容 

予防保全 

時間計画保全 
耐用年数を考慮して、機能停止に至る前に計画的に更

新をおこなう。 

状態監視保全 
劣化や不具合の兆候に応じて、機能停止に至る前に更新

をおこなう。 

事後保全 機能停止後に速やかに更新をおこなう。 

 
 
○本施設で適用する保全方式について 

「コスト」および「施設運営」の観点から総合的に判断し、予防保全と事後保全を組み

合わせた管理方式とする。 
 

図表 6-3-2 管理方式 
管理方式 コスト観点 施設運営観点 

A 予防保全 

全設備を耐用年数で更新を行うた

め、実際に使用できる年限以前に

更新を行うことで、長期的な更新コ

ストが大きくなる。 

× 

設備の重要度に関わらず想定耐

用年数で更新を行うため、施設運

営への影響は最小化できる。 

○ 

B 

予防保全 

+ 

事後保全 

予防保全設備と事後保全設備に

分け、実際に使用できる年限まで

更新周期を延ばす設備を増やす

事で、長期的な更新コストを抑える

ことができる。 

○ 

重要な設備は予防保全で更新を

行う事により、施設運営への影響は

少ない。 

○ 

C 事後保全 

機能停止まで最大限使用すること

で、実際に使用できる年限まで更

新周期を延ばす事ができ、長期的

な更新コストを抑えることができる。 

○ 
重要な設備が機能停止した場合、

施設運営に対する影響が大きい。 
× 
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○保全方式の設定について 
「人身人命」および「施設運営」への影響度から、各設備に対して保全区分を設定する。 

 
図表 6-3-3 設備別の保全方式 

 

   

設備種別 人身人命影響度 施設運営影響度 
保全方式 

大分類 中分類 高 低 高 低 

建築 

01屋上  ● ●  ②予防保全（状態監視） 

02外壁 ● 
  

● ②予防保全（状態監視） 

03内部 
 

● 
 

● ③事後保全 

04外部 
 

● 
 

● ③事後保全 

電気 

01高圧機器 ● 
 

● 
 

①予防保全（時間計画） 

02盤類 
 

● ● 
 

②予防保全（状態監視） 

03映像・音響 
 

● ● 
 

②予防保全（状態監視） 

04放送設備 
 

● ● 
 

②予防保全（状態監視） 

05火災報知機 ● 
  

● ②予防保全（状態監視） 

06監視カメラ 
 

● 
 

● ③事後保全 

07照明設備 
 

● 
 

● ③事後保全 

08情報通信 
  

●  ③事後保全 

09直流電源 
 

● ●  ②予防保全（状態監視） 

10発電機 ● 
  

● ②予防保全（状態監視） 

11航空障害灯 ● 
  

● ②予防保全（状態監視） 

12 テレビ共同受信 
 

● 
 

● ③事後保全 

13 インターホン 
    

③事後保全 

14電気時計 
 

● 
 

● ③事後保全 

15配線 
 

● 
 

● ③事後保全 

16避雷針 
 

● 
 

● ③事後保全 

空調 

01空調機器 
 

● ● 
 

②予防保全（状態監視） 

02自動制御 
 

● ● 
 

②予防保全（状態監視） 

03冷却塔 
 

● ● 
 

②予防保全（状態監視） 

04冷凍機 
 

● ● 
 

②予防保全（状態監視） 

05 ダクト付属品 
 

● ● 
 

②予防保全（状態監視） 

06 ボイラー 
  

● 
 

③事後保全 

07 ポンプ 
 

● 
 

● ③事後保全 

08製缶類  ● ●  ②予防保全（状態監視） 

09送風機  ●  ● ③事後保全 

10排煙ファン ●    ③事後保全 

衛生 

01衛生器具  ●  ● ③事後保全 

02 その他機器  ●  ● ③事後保全 

03 ポンプ  ●  ● ③事後保全 

04消火機器 ●   ● ②予防保全（状態監視） 

05厨房機器  ●  ● ③事後保全 

06製缶類  ●  ● ③事後保全 

07湯沸器  ●  ● ③事後保全 

08配管付属品  ●  ● ③事後保全 

搬送 
01 エレベーター ●   ● ②予防保全（状態監視） 

02小荷物専用昇降機 ●   ● ②予防保全（状態監視） 

機構 01舞台機構 ●   ● ②予防保全（状態監視） 
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○優先順位の考え方 
「人身人命」および「施設業務運営」の２つの観点から、影響度が高いものから優先的

に実施をする。 
 
  図表 6-3-4 優先順位付けの考え方 

 

人身人命への影響度 

高 低 

施設運営 
への影響度 

高 
①時間計画保全設備 

→優先１ 

②状態監視保全設備 

→優先３ 

低 
②状態監視保全設備 

→優先２ 

③事後保全設備 

→優先４ 
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７-１．維持管理コストの見通し 

７-１-１．コスト算定条件 
以下の①～④の場合に分けて試算を行う。また、維持管理コスト見通しのための算定

条件は以下とする。 
 

図表 7-1-1 検討パターン 

検討パターン 内容 

①通常管理（法定耐用年数型） 法定耐用年数※1で更新を行う場合 

②長寿命化管理（時間計画型） 個別に定める想定耐用年数※2で更新を行う場合 

③長寿命化管理（状態監視-成行型） ②方式での耐用年数を更に延伸して更新を行う場合 

④長寿命化管理（状態監視-平準化型） ③方式での耐用年数を平準化して更新を行う場合 

※1固定資産の減価償却費を算出するために税法で定められた年数とする。 

※2「建築物のライフサイクルマネジメント用データ集」（公益社団法人ロングライフビル推進協会）での設定年数とする。 

 

図表 7-1-2 算定条件 

項目 内容 

算定対象 

・更新費、修繕費を算定対象コストとする。 

→更新費：建築部材の全面的な取替え、設備機器・部材全体の取替え費用 

→修繕費：建築物の機能・性能を実用上支障のない状態まで回復させる費用 

・事後保全設備については、修繕費を算定対象外とする。 

更新実施年 

※3 

①通常管理（法定耐用年数型） 法定耐用年数で更新実施 

②長寿命化管理（時間計画型） 想定耐用年数で更新実施 

③長寿命化管理（状態監視-成行型） 想定耐用年数の２倍の年数で更新実施※4 

④長寿命化管理（状態監視-平準化型） ③の更新実施年前後で平準化する 

更新費 
・本施設建設時の工事内訳書を基にした建設コスト対し、「建築物のライフサイクルマネジメン

ト用データ集」における更新費係数を乗じたものとする。 

修繕費 
・本施設建設時の工事内訳書を基にした建設コスト対し、「建築物のライフサイクルマネジメン

ト用データ集」における修繕費係数を乗じたものとする。 

算定期間 ・2021年～2070年とする。 

※3 2021年度時点で耐用年数を超過している設備は、算定期間初年度である 2021年度（1年目）に計上する。 

※4 2017年度のメインアリーナ年間平均稼働率 60％であり、各種設備の想定運転時間を大きく下回っているため、試算上の耐用年数を２倍とする。 
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７-１-２．通常管理方式（法定耐用年数型）による維持管理コストの見通し 
法定耐用年数に基づき更新を実施していく管理方式を「①通常管理方式（法定耐

用年数型）」とした場合、必要となる更新費および修繕費を以下に示す。 
 

図表 7-1-3 年度別コストの見通し 
単位：百万円 

 
 

  

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037

①予防保全（時間計画） 373 0 0 5 0 1 0 0 2 2 0 1 0 0 0 373 0

②予防保全（状態監視） 3,207 47 15 552 20 78 25 41 242 203 71 43 29 390 17 2,973 72

③事後保全 1,958 0 0 0 0 0 3 0 34 0 2 0 44 109 0 1,922 34

合計 5,539 47 15 557 20 79 28 41 278 205 73 44 73 499 17 5,268 106

2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054

①予防保全（時間計画） 1 3 0 0 2 0 2 0 0 0 2 0 1 373 0 0 5

②予防保全（状態監視） 226 406 47 15 220 18 3,320 108 103 17 127 189 82 2,968 33 68 617

③事後保全 0 3 0 0 0 0 2,893 37 2 0 41 109 0 1,924 0 34 0

合計 228 411 47 15 223 18 6,216 144 105 17 171 298 83 5,265 33 102 622

2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070

①予防保全（時間計画） 0 1 0 0 2 2 0 1 0 0 0 373 0 1 3 0

②予防保全（状態監視） 205 41 27 81 191 135 124 52 24 345 46 2,973 49 38 384 46

③事後保全 0 0 3 0 0 0 36 0 44 109 0 1,922 0 0 37 0

合計 205 42 30 81 194 137 161 54 68 454 46 5,268 49 39 423 46
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７-１-３．長寿命化管理方式（時間計画型）によるコストの見通し 
想定耐用年数に基づき更新を実施していく管理方式を「②長寿命管理方式（時間

計画型）」とした場合、必要となる更新費および修繕費を以下に示す。 
 
 

図表 7-1-4 年度別コストの見通し 
単位：百万円 

 
 

  

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037

①予防保全（時間計画） 9 0 0 365 0 1 0 0 2 2 0 1 0 0 0 2 0

②予防保全（状態監視） 2,924 46 15 1,540 20 79 25 40 675 208 200 54 38 659 31 831 18

③事後保全 2,568 0 0 687 0 0 0 6 953 0 321 0 1 449 0 150 1

合計 5,500 46 15 2,592 20 80 25 46 1,630 211 521 56 39 1,109 31 983 19

2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054

①予防保全（時間計画） 1 5 0 0 2 0 3 0 9 0 2 0 1 0 0 0 365

②予防保全（状態監視） 41 1,690 46 1,528 220 18 416 65 775 47 137 197 82 867 32 15 1,574

③事後保全 6 297 0 1,896 0 19 7 1 523 0 22 0 0 470 0 1 687

合計 48 1,992 46 3,425 223 38 426 66 1,307 47 161 197 83 1,338 32 16 2,626

2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070

①予防保全（時間計画） 0 1 0 0 2 2 0 1 0 2 0 2 0 1 3 0

②予防保全（状態監視） 33 66 27 80 191 141 1,558 63 33 837 17 898 18 28 322 46

③事後保全 0 0 0 6 109 0 1,897 0 1 952 0 150 0 25 1 0

合計 33 67 27 85 303 143 3,455 65 34 1,792 17 1,050 18 55 325 46
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７-１-４．長寿命化管理方式（状態監視-成行型）によるコストの見通し 
各設備の状態監視により、更新周期が想定耐用年数よりも更に延長すると仮定し、

延長された耐用年数で更新を実施していく管理方式を「③長寿命管理方式（状態監
視-成行型）」とした場合、必要となる更新費および修繕費を以下に示す。 

 
 

図表 7-1-5 年度別コストの見通し 
単位：百万円 

 
 

  

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037

①予防保全（時間計画） 9 0 0 365 0 1 0 0 2 2 0 1 0 0 0 2 0

②予防保全（状態監視） 1,594 46 15 1,447 20 78 25 40 675 208 87 54 38 1,280 31 241 18

③事後保全 1,575 0 0 424 0 0 0 5 952 0 292 0 1 1,253 0 119 1

合計 3,177 46 15 2,236 20 79 25 45 1,629 211 379 56 39 2,534 31 362 19

2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054

①予防保全（時間計画） 1 5 0 0 2 0 3 0 9 0 2 0 1 0 0 0 365

②予防保全（状態監視） 41 1,690 46 778 220 18 430 65 760 47 137 197 82 206 32 15 2,121

③事後保全 6 188 0 1,074 0 0 147 0 384 0 6 0 0 410 0 1 718

合計 48 1,883 46 1,852 223 18 580 65 1,152 47 145 197 83 616 32 16 3,204

2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070

①予防保全（時間計画） 0 1 0 0 2 2 0 1 0 2 0 2 0 1 3 0

②予防保全（状態監視） 33 66 27 80 191 141 790 63 33 837 17 337 18 28 322 46

③事後保全 0 0 0 6 109 0 1,074 0 1 952 0 119 0 25 1 0

合計 33 67 27 85 303 143 1,864 65 34 1,792 17 458 18 54 325 46
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７-１-５．長寿命化管理方式（状態監視-平準化型）によるコストの見通し 
「③長寿命管理方式（状態監視-成行型）」にて計画した管理コストを平準化して

実施する場合、必要となる更新費および修繕費を以下に示す。 
 
○平準化対象年度 
以下図表に示す平準化１～７の各年度を対象に平準化を実施する。 

 
図表 7-1-6 年度別コストの見通し 

単位：百万円 

 

図表 7-1-7 平準化対象年度別コスト 
単位：百万円 

 

  

平準化 1 平準化 2 平準化 3 平準化 4 平準化 5 平準化 6 平準化 7 

平準化1 平準化2 平準化3 平準化4 平準化5 平準化6 平準化7

2021年度 2024年度 2029年度 2034年度 2039年度 2046年度 2054年度

更新 8.8 364.6 0.0 0.0 2.5 8.8 364.6

修繕 0.0 0.1 1.8 0.0 2.5 0.0 0.1

更新 104.4 86.2 0.7 0.0 1,120.4 0.0 102.0

修繕 0.0 68.1 66.6 72.5 94.1 5.8 67.6

更新 5.7 13.9 529.2 277.7 220.5 1.1 13.9

修繕 0.0 67.2 9.1 60.3 56.5 0.0 67.2

更新 0.0 89.1 0.0 0.0 0.0 0.0 725.0

修繕 0.0 38.4 18.5 18.5 44.4 0.0 0.0

03映像・音響 優先３ 更新 119.2 517.4 0.0 0.0 0.0 0.0 517.4

04放送設備 優先３ 更新 10.8 0.2 0.0 10.0 0.0 0.0 2.0

更新 38.0 0.0 0.0 64.5 0.0 0.0 0.0

修繕 0.0 1.0 1.0 0.4 1.0 0.0 1.0

更新 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8

修繕 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0

更新 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 89.4

修繕 6.9 111.9 0.0 0.0 81.9 0.0 0.0

更新 0.0 27.7 0.0 0.0 0.0 0.0 27.7

修繕 0.0 0.0 1.8 0.0 18.0 0.0 0.0

更新 0.6 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 52.0

修繕 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0

更新 10.6 0.0 0.0 0.0 0.0 8.7 0.0

修繕 0.0 2.8 0.0 2.8 0.0 0.0 2.8

更新 103.8 21.9 0.0 483.5 0.0 30.8 21.9

修繕 3.5 84.3 35.8 25.5 37.8 1.5 71.5

02自動制御 優先３ 更新 135.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

更新 0.0 0.0 0.0 191.1 0.0 0.0 0.0

修繕 0.0 107.3 0.0 0.0 0.0 7.9 107.3

更新 375.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

修繕 0.0 19.7 12.1 49.3 12.1 24.4 50.1

05ダクト付属品 優先３ 更新 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 17.4

08製缶類 優先３ 更新 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0

更新 0.0 181.7 0.0 0.0 0.0 0.0 181.7

修繕 0.0 0.0 0.0 21.7 3.3 4.7 0.0

更新 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

修繕 0.0 1.3 0.0 2.1 0.0 0.0 2.1

06機構 01舞台機構 優先２ 更新 668.0 0.0 0.0 0.0 0.0 668.0 0.0

優先２

優先２

優先３

優先２

優先３

優先１

優先３

優先３

優先３

優先２

優先３

優先２

05搬送

01エレベーター

02小荷物専用昇降機 優先２

優先２

優先３

03衛生

04消火機器

08製缶類

04空調

01空調機器

03冷却塔

04冷凍機

②予防保全（状態監視）

01建築

01屋上

02外壁

02電気

02盤類

05火災報知機

11航空障害灯

10発電機

09直流電源

保全方式 優先度 更新
修繕

①予防保全（時間計画） 02電気 01高圧機器

設備
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○平準化内容 
平準化１～７の各年度において優先度を踏まえ、更新実施年の平準化を行う。 

 
図表 7-1-8 平準化１～４の実施内容 

単位：百万円 

 
 

図表 7-1-9 平準化５～７の実施内容 
単位：百万円 

 
  

2021年度 平準化年度 2024年度 平準化年度 2029年度 平準化年度 2034年度 平準化年度

更新 8.8 計画通り：2021 364.6 計画通り：2024 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 計画通り：2021 0.1 計画通り：2024 1.8 計画通り：2029 0.0 -

更新 104.4 後倒し：2023 86.2 後倒し：2029 0.7 計画通り：2029 0.0 -

修繕 0.0 - 68.1 後倒し：2029 66.6 計画通り：2029 72.5 後倒し：2035

更新 5.7 計画通り：2021 13.9 後倒し：2028 529.2 後倒し：2030・2031・2032 277.7 計画通り：2034

修繕 0.0 - 67.2 後倒し：2028 9.1 計画通り：2029 60.3 計画通り：2034

更新 0.0 - 89.1 後倒し：2028 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 - 38.4 後倒し：2028 18.5 計画通り：2029 18.5 後倒し：2035

03映像・音響 優先３ 更新 119.2 後倒し：2022 517.4 後倒し：2032・2033 0.0 - 0.0 -

04放送設備 優先３ 更新 10.8 後倒し：2022 0.2 後倒し：2028 0.0 - 10.0 後倒し：2035

更新 38.0 計画通り：2021 0.0 - 0.0 - 64.5 後倒し：2035

修繕 0.0 - 1.0 後倒し：2028 1.0 計画通り：2029 0.4 後倒し：2035

更新 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.3 計画通り：2034

更新 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 -

修繕 6.9 計画通り：2021 111.9 後倒し：2027 0.0 - 0.0 -

更新 0.0 - 27.7 後倒し：2027 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 - 0.0 - 1.8 計画通り：2029 0.0 -

更新 0.6 計画通り：2021 3.2 後倒し：2027 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 - 0.1 後倒し：2027 0.1 計画通り：2029 0.1 計画通り：2034

更新 10.6 後倒し：2025 0.0 - 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 - 2.8 後倒し：2029 0.0 - 2.8 後倒し：2036

更新 103.8 後倒し：2025 21.9 後倒し：2029 0.0 - 483.5 後倒し：2037・2038

修繕 3.5 後倒し：2025 84.3 後倒し：2029 35.8 計画通り：2029 25.5 後倒し：2036

02自動制御 優先３ 更新 135.8 後倒し：2025 0.0 - 0.0 - 0.0 -

更新 0.0 - 0.0 - 0.0 - 191.1 後倒し：2036

修繕 0.0 - 107.3 後倒し：2029 0.0 - 0.0 -

更新 375.5 後倒し：2026 0.0 - 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 - 19.7 後倒し：2029 12.1 計画通り：2029 49.3 後倒し：2036

05ダクト付属品 優先３ 更新 0.0 - 3.4 後倒し：2029 0.0 - 0.0 -

08製缶類 優先３ 更新 6.7 計画通り：2021 0.0 - 0.0 - 0.0 -

更新 0.0 - 181.7 後倒し：2027 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 - 0.0 - 0.0 - 21.7 後倒し：2036

更新 4.2 計画通り：2021 0.0 - 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 1.3 計画通り：2024 0.0 - 2.1 後倒し：2036

06機構 01舞台機構 優先２ 更新 668.0 後倒し：2022・2023 0.0 - 0.0 - 0.0 -

平準化1
設備

平準化4平準化3平準化2

04冷凍機 優先３

05搬送

01エレベーター 優先２

02小荷物専用昇降機 優先２

04空調

01空調機器 優先３

03冷却塔 優先３

優先２

03衛生

04消火機器 優先２

08製缶類 優先３

09直流電源 優先３

②予防保全

（状態監視）

01建築

01屋上 優先３

02外壁 優先２

02電気

02盤類 優先３

05火災報知機 優先２

11航空障害灯 優先２

10発電機

保全方式 優先度 更新
修繕

①予防保全

（時間計画）
02電気 01高圧機器 優先１

2039年度 平準化年度 2046年度 平準化年度 2054年度 平準化年度

更新 2.5 計画通り：2039 8.8 計画通り：2046 364.6 計画通り：2054

修繕 2.5 計画通り：2039 0.0 - 0.1 計画通り：2054

更新 1,120.4 後倒し：2040・2041・2042・2043 0.0 - 102.0 計画通り：2054

修繕 94.1 後倒し：2044 5.8 計画通り：2046 67.6 計画通り：2054

更新 220.5 計画通り：2039 1.1 計画通り：2046 13.9 計画通り：2054

修繕 56.5 計画通り：2039 0.0 - 67.2 計画通り：2054

更新 0.0 - 0.0 - 725.0 前倒し：2051・2052・2053

修繕 44.4 後倒し：2040 0.0 - 0.0 -

03映像・音響 優先３ 更新 0.0 - 0.0 - 517.4 2056

04放送設備 優先３ 更新 0.0 - 0.0 - 2.0 計画通り：2054

更新 0.0 - 0.0 - 0.0 -

修繕 1.0 計画通り：2039 0.0 - 1.0 計画通り：2054

更新 0.0 - 0.0 - 0.8 計画通り：2054

修繕 0.0 - 0.0 - 0.0 -

更新 0.0 - 0.0 - 89.4 計画通り：2054

修繕 81.9 計画通り：2039 0.0 - 0.0 -

更新 0.0 - 0.0 - 27.7 計画通り：2054

修繕 18.0 計画通り：2039 0.0 - 0.0 -

更新 0.0 - 0.0 - 52.0 計画通り：2054

修繕 0.1 計画通り：2039 0.0 - 0.0 -

更新 0.0 - 8.7 計画通り：2046 0.0 -

修繕 0.0 - 0.0 - 2.8 計画通り：2054

更新 0.0 - 30.8 計画通り：2046 21.9 計画通り：2054

修繕 37.8 後倒し：2040 1.5 計画通り：2046 71.5 後倒し：2056

02自動制御 優先３ 更新 0.0 - 0.0 - 0.0 -

更新 0.0 - 0.0 - 0.0 -

修繕 0.0 - 7.9 計画通り：2046 107.3 後倒し：2056

更新 0.0 - 0.0 - 0.0 -

修繕 12.1 後倒し：2040 24.4 計画通り：2046 50.1 後倒し：2056

05ダクト付属品 優先３ 更新 0.0 - 0.0 - 17.4 後倒し：2056

08製缶類 優先３ 更新 0.0 - 6.7 計画通り：2046 0.0 -

更新 0.0 - 0.0 - 181.7 後倒し：2056

修繕 3.3 後倒し：2040 4.7 計画通り：2046 0.0

更新 0.0 - 0.0 - 0.0

修繕 0.0 - 0.0 - 2.1

06機構 01舞台機構 優先２ 更新 0.0 - 668.0 後倒し：2046・2047・2048 0.0

優先３

優先３

優先３

優先２

優先２

優先２

優先２

優先３

優先２

優先３

優先１

優先３

優先２

優先３

優先２

04空調

01空調機器

03冷却塔

04冷凍機

05搬送

01エレベーター

02小荷物専用昇降機

①予防保全

（時間計画）
02電気 01高圧機器

②予防保全

（状態監視）

01建築

01屋上

02外壁

02電気

02盤類

05火災報知機

11航空障害灯

10発電機

09直流電源

03衛生

04消火機器

08製缶類

平準化7平準化6平準化5
保全方式 設備 優先度 更新
修繕
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○平準化後の年度別コスト 
平準化による年度別コストを以下に示す。事後保全設備の金額は、算定期間内での

平均額を各年度に計上する。 
 

図表 7-1-10 年度別コストの見通し 
単位：百万円 

 
 

  

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037

①予防保全（時間計画） 9 0 0 365 0 1 0 0 2 2 0 1 0 0 0 2 0

②予防保全（状態監視） 309 367 359 17 264 390 301 252 396 209 233 492 470 377 301 222 453

③事後保全 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197

合計 515 564 556 579 461 588 498 449 595 408 430 690 667 574 498 421 650

2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054

①予防保全（時間計画） 1 5 0 0 2 0 3 0 9 0 2 0 1 0 0 0 365

②予防保全（状態監視） 295 421 364 566 342 509 265 428 414 110 358 600 152 285 361 359 160

③事後保全 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197

合計 493 623 560 763 541 706 465 625 619 307 557 797 350 482 558 556 721

2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062 2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070

①予防保全（時間計画） 0 1 0 0 2 2 0 1 0 2 0 2 0 1 3 0

②予防保全（状態監視） 180 163 328 291 289 127 129 268 560 38 482 628 378 174 177 86

③事後保全 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197

合計 377 361 525 488 488 326 325 466 757 238 679 827 575 373 377 283
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７-１-６．長寿命化による効果額 
全設備（予防保全設備および事後保全設備）の総額コストを比較した場合、「④長

寿命化管理」は「①通常管理」に比べ約 78億円少ない。 
 

図表 7-1-11 コスト比較 

管理方式 

コスト 

予防保全設備、事後保全設備 予防保全設備のみ 

算定期間総額 年度平均※１ 算定期間総額 年度平均※１ 

①通常管理 

（法定耐用年数型） 
341億円 6.8億円 229億円 4.9億円 

②長寿命化管理 

（時間計画型） 

325億円 

（①▲16億円） 

6.5億円 

（①▲0.3億円） 

203億円 

（①▲16億円） 

4.1億円 

（①▲0.8億円） 

③長寿命化管理 

（状態監視-成行型） 

264億円 

（①▲77億円） 

5.2億円 

（①▲1.6億円） 

166億円 

（①▲63億円） 

3.3億円 

（①▲1.6億円） 

④長寿命化管理 

（状態監視-平準化型） 

263億円 

（①▲78億円） 

5.2億円 

（①▲1.6億円） 

165億円 

（①▲64億円） 

3.3億円 

（①▲1.6億円） 

※１ 総額に対する各年度の単純平均額 
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７-２．最適な維持管理手法の提案 
 
７-２-１．推進基盤の整備 

本計画において構築した設備リストは今後の実運用を踏まえ設備の追加・削除等を行
い、耐用年数等においても、関連メーカに対するヒアリングを踏まえて見直し等行う必要が
ある。 

 
 
７-２-２．推進体制等の整備 

本施設の指定管理会社および各種設備の保守、点検実施会社等と連携した推進体

制を構築することで、実運用の状況に合わせた施設計画の推進・実行が必要である。 
 
 
７-２-３．フォローアップの方法 
 
○保全方式の見直し 

本計画では人身人命および施設運営への影響度に対して、予防保全または事後保
全を設定している。しかし、施設運営状況、スペース利用状況、各種保守・点検等の実
施状況に応じて、設定内容を見直すことで安全性、経済性に配慮した最適な保全方式
の検討が必要である。 

 

○監視方法の確立 
予防保全において「状態監視保全」に設定した設備については、具体的な監視方法を

設定する必要がある。既存の各種点検結果等に基づき、監視すべき点検項目等を具体
的に設定し、状態把握を踏まえた更新判断基準を設備毎に設定していく必要がある。 
 
○施設整備計画の更新 

本計画で策定した施設整備計画は、実施年度の予算状況等により計画内容が見直
され、計画内容と実績内容に乖離が発生する可能性がある。そのため、本計画において
策定した施設整備計画は、各年度の実施状況を踏まえ更新していく必要がある。 
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